
大阪公立大学 留学生就職促進教育プログラム＊1

OMU留学生グローカル人材育成プログラム

日本での就職を目指す留学生の皆さん
大阪公立大学の正規留学生（学部・学域生、大学院生）

第１期生募集

留学生就職促進教育プログラム（留プロ）とは文部科学省が認定＊1する、
日本語教育、キャリア教育、インターンシップを一体として学び、

日本で活躍できる人材を育成するプログラムです。
大阪公立大学では、「OMUグローカル人材育成プログラム」において、

大阪や関西に親しみをもち、活躍できる人材を育成します。今回1期生を募集します。

日本語教育
このプログラムでは就職してすぐに使える実践
的な日本語の授業を複数用意しています。
日本語力を高めて、自信をもって就職活動
に臨み、入社企業で活躍しましょう。

キャリア教育
大学の正課科目（ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ、ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚ
ﾅｰｼｯﾌﾟ、地域に関する科目）や就職支援
セミナーから科目を選んで受講します。企業
交流会への参加でさらに視野が広がります。

インターンシップ
2週間のインターンシップに参加します。
大学が連携している25以上の会社から自
分の行きたい企業を選んで応募。事前研
修があるから安心して参加できます。

受講生対象の奨学金*2を受けられるチャンスもあります！
■詳しい内容は説明会でお話します。希望する学生は説明会に
参加した上で、各自事務局に相談してください。
（ *2受講により奨学金が必ず支給されるわけではありません）

■第1回説明会：オンライン

8月5日（水）１３：１５～
約1時間

■第2回説明会：オンライン

8月28日（金）１5：00～
約1時間

事前申込不要・第1回と第2回は同じ内容です。
Zoom ID等はUNIPA、学内掲示で確認してください。

説明会
に

参加して
ね！

*1：大阪公立大学は現在文部科学省に認定申請中です。

日本で就職
したい

留学生向け
のプログラム

です ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ



第1期生 募集要項

受講を希望する学生（大阪公立大学の正規留学生に限ります）は、この募集要項を読み内容を理解した
上で申し込みをしてください。みなさんの、積極的なご応募をお待ちしています！

■履修対象（誰が受講できるのか）
① 大阪公立大学の正規留学生であること(交換留学生等は履修不可とする）。
② 日本国内での就職を強く希望し企業交流・インターンシップ等にも積極的に参加できる学生であること。
③ 留学生就職促進教育プログラム受講者として、就職活動等の学生生活において他の留学生の模範になれる

学生であること。
④ 大学院生については事前に指導教員の承認を得ていること。
＊日本語能力について決まりはありませんが、JSPT N2以上であれば受講しやすいプログラムになります。

■履修定員（何人受講できるのか）
15名（希望者多数の場合には、選考を行うことがあります）

■標準履修期間（どのくらいの期間受講するか）
2年0か月 ※最長3年まで履修可能

■履修開始時期（いつから始まるのか）
第１期生は2026年後期（９月下旬）から始まります。

■募集時期（いつから応募できるのか）
2026年８月28日（金）～応募できます。
オンライン説明会を開きます。できるだけ参加してください。

Zoomを使用します。
ID、パスコードはUNIPA、学内掲示等で確認してください。
わからない場合には、下記メールで問い合わせてください。

■受講料（費用はかかるのか）
大学が行うプログラムのため、費用はかかりません。
ただし、インターンシップに行く際の交通費は自己負担になります。

■プログラム修了要件（修了の条件は？）
「学部・学域生」、「大学院生」各プログラムのカリキュラムの各科目・セミナーを受講し、単位を修得もしくはセミナー等
の受講や設定基準のクリアにより、獲得ポイントが所定の数に達すること。

■プログラム修了生への経済的支援（選考有）（受講すると支援はあるのか）
本プログラムが文部科学省「留学生就職促進教育プログラム」に認定された場合、外国人留学生受入れ促進プロ
グラム（文部科学省外国人留学生学習奨励費）及び高度外国人材育成課程履修支援制度（履修支援
金）の優先配分の対象となり、経済的支援が受けられる可能性があります。
※すべての留学生に支給を保証するものではありません。受講申請時に必ず確認してください。また、経済的支援の
みを目的に受講することはできません。

■修了証について（修了の証明書はあるのか）
大阪公立大学学長名で修了証を発行します。

■受講などの問合せ（質問）
大阪公立大学国際教育センター留学生就職支援プログラム事業実施部門
Mail: gr-glo-omu-osip＠omu.ac.jp

受講概要
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